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変更点 昨年度から、児童の主体的な学びのために、手本に二次元コード
を入れました。
さらに、今年から、毛筆の執筆の様子の動画も見ることができる

ように、硬筆手本を執筆した千葉大学教授、樋口咲子先生にお願い
しました。

☆仙台市立泉松陵小学校ホームページ
からも資料を読むことができます。



規
定
用
紙
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
原
寸
大
手
本

裏
面
は
か
ご
字
と
解
説

ね
ら
い

ポ
イ
ン
ト

名
前
の
位
置
の
目
安

氏
名
記
入
欄

手
本
の
し
く
み～

学
び
や
す
い
手
本
に
～

名
前
の
中
心
線→



ど こ を

どのように

で き た か

書 く ポ イ ン ト

審査のポイント

手
本
の
し
く
み～

学
び
や
す
い
手
本
に
～



名
前
の
位
置
の
目
安

学
年
の
位
置
の
目
安

名
前
の
位
置
の
目
安

ポ
イ
ン
ト

手
本
の
し
く
み～

学
び
や
す
い
手
本
に
～



1 年 6 年5 年4 年3 年2 年

四

年

栗

原

泉

六
年

森

欅

名前の書き方例

い
し
も
り
し
ょ
う
た
ろ
う

二
年

石
森
し
ょ
う
太
ろ
う

三
年

石
森

章
太
郎

五
年

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・ア
ル
ヌ
ー
ル

1年は氏名のみ 2年以上は学年と氏名
1・2年は平仮名のみ・平仮名と漢字可

家庭の事情などで戸籍の名前と異なる場合は、家庭と相談の上決めること。
外国籍など事情がある場合は書写研事務局に相談のこと。

・名前の位置は、罫線の場所を目安にすること。
・2～6年は名前の位置が本文より下がらないようにすること。学年と名前は字間を空けること。
・3年生以上は戸籍通りに 長い場合も学年・氏名を1行に収めること。
・学年の上に賞の印が入ります。
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クリップを使わずに、付箋やマスキングテープでとめる方法もあります。工夫してみましょう。

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565763605/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lyYXN1dG9ob3NpLnNlZXNhYS5uZXQvYXJ0aWNsZS80MDkwOTQ2ODAuaHRtbA--/RS=%5eADBbMDKZ66JGPUGeXCpYg.nDXCUArY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTk0Jmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1N4REhHUFliZC1PeEM4N3dEMjN6Y25sejItbFBaZ09reUQ0ZGtIYURFSC1BWDRfb193REJLUWp3BHADNDRLdjQ0T3E0NE9ENDRPWDQ0Q0E0NEtrNDRPcDQ0SzU0NE9JBHBvcwM5NARzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565763605/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2lyYXN1dG9ob3NpLnNlZXNhYS5uZXQvYXJ0aWNsZS80MDkwOTQ2ODAuaHRtbA--/RS=%5eADBbMDKZ66JGPUGeXCpYg.nDXCUArY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTk0Jmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1N4REhHUFliZC1PeEM4N3dEMjN6Y25sejItbFBaZ09reUQ0ZGtIYURFSC1BWDRfb193REJLUWp3BHADNDRLdjQ0T3E0NE9ENDRPWDQ0Q0E0NEtrNDRPcDQ0SzU0NE9JBHBvcwM5NARzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--


書写で学んでほしいこと

正しさ ていねい 整える
より整った字を書くための方法を考える

集中して 繰り返し 練習する

ていねいに道具を扱う

書く環境を整える

ていねいに道具を片付ける

学習したことを生かす

～日本の文化～



書き初め（かきぞめ）とは、
日本の年中行事のひとつで、平安時代の宮中行
事に由来し、新年になって初めて毛筆で字や絵
を書くことを指します。
宮中や一部の文化人の行事だった書き初めは、

江戸時代の寺子屋や明治以降の学校教育で広く
行われるようになりました。「事始め」の１月
２日に始めると何事も上達が早くて長続きする
との言い伝えがあります。

「事始め」であるお正月２日に書き初めを
することで、「文字が上達しますように」と
の願いが込められています。
１月２日から１５日までに筆で書くのが

「書き初め」になり、12～1月の書写学習で
取組み、展覧会が2～3月に行われることもあ
り、「書き初め」ではなく「書きぞめ」とし
ています。



宮城県書きぞめ展覧会は77回目





令和5～6年から地域に根差した新しい文
新しい手本へ

仙台市歴史民俗資料館所蔵品 「気仙沼市」ホームページより「八木山地区まちづくり研究会」ホームページより

「〈重要無形民俗文化財〉月浜のえんずのわり 」
宮城県公式ホームページより「町の象徴『一目千本桜』大河原町観光サイト」

ホームページより

2年「一目千本桜」 3年「えんずのわり」

4年「ベーブルース」
6年「天旗まつり」

5年「松川だるま」



・宮城の冬の風物詩 ・入賞は子供たちの誇り

・3日間で2万人を超える来場



みやぎの児童のみなさんへ

長い歴史のある「書きぞめ」「書きぞめ展」。

その歴史と未来を見つめるみなさん。ふだんの学習で学んだことを生かして書きましょう。
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